




1)新生児採血検体の収拾

新生児期にクレチン症を発見することが治療効果をあげる上で重要であること

は言をまたない。また臍帯血中の甲状腺ホルモン殊に TSH の変動は極めて興味

あることである。そこでわれわれは産婦人科医と協力し,新生児血,及び臍帯血

をあつめる努力をした。臍帯血は国立国府台病院産婦人科病棟より,新生児血

は千葉,東京,茨城等の各県の産科医より収拾した。検体数は,4 月～1月の間に,

臍帯血 624 一般検体 33,348 件である。これを入江教授に送付し,TSH の測定を

依頼した。


